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07 避難の経緯
01 津波からの避難
　平成23年３月11日14時46分に三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の大地震が発生した。浪江町でも震度６強の揺

れが発生し、多くの家屋等が倒壊した。地震発生３分後の14時49分には津波警報（大津波）が発表され、これを受け浪

江町は14時50分には防災行政無線による広報を行った。沿岸部の住民の多くは、浪江町役場庁舎やサンシャイン浪江、

津波避難場所である大平山、棚塩霊園等に避難した。

　なお、津波は15時33分に浪江町沿岸部に到達した。

■図表　津波に係る防災行政無線の記録

日　　時 放送内容

３月11日
14時50分10秒

只今、大津波警報発令中です。ただちに、沿岸地区の棚塩地区、請戸地区、中浜地区、両竹地区の方は指定
された避難所に避難してください。

３月11日
15時34分44秒

只今、津波が来ています。ただちに、山側の高台へ避難してください。また、消防団の出動をお願いします。

３月11日
15時51分21秒

津波が東中学校まで来ております。引き続き津波に注意し、高台へ避難してください。また消防団の皆様は
被害状況を役場までご連絡ください。

３月11日
５分おき

大津波が来ることが想定されますので、海岸へは近づかず十分注意してください。

02 原発事故による屋内退避・避難
　３月11日に発生した地震の影響でライフラインやインフラなどに甚大な被害が発生した。その中で国や県、通報連絡

協定を結んでいた東京電力からは一切、連絡及び通報がない中で、テレビの報道のみを頼りに屋内退避や避難の対応に当

たった。

■図表　原発事故に係る防災行政無線の記録

日　　時 放送内容

３月12日
６時35分36秒

総理大臣の指示により、原子力発電所から10㎞以内の地域に避難指示が出ました。立野・室原・末ノ森方面
に避難してください。町内から西の方に離れてください。自主的に避難できる方は114号線をとおり津島小
学校、津島中学校等へ避難してください。

３月12日
７時15分43秒

総理大臣の指示により、原子力発電所から10㎞以内の地域に避難指示が出ました。町内のほぼ全域が対象と
なります。自主的に避難できる方は114号線をとおり津島小学校、津島中学校、つしま活性化センター、浪
江高校津島校へあわてずに避難してください。また、具合が悪い方は、津島診療所で受診できます。また、
自主的に避難できない方は、役場でピストン輸送しますので役場にお集まりください。

３月12日
14時16分51秒
（原文残っておらず、
担当者の証言）

こちらは防災なみえ広報です。
津島地区の消防団の皆様へお知らせします。津島支所へ集合願います。

３月12日
14時47分19秒

浪江町役場本部も津島へ移動します。速やかな避難をお願いいたします。
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津島地区へ避難する車列（平成23年３月12日撮影） 自衛隊の様子（平成23年３月12日撮影）

03 行政機能の避難
　平成23年３月11日の東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質拡散の影響で、本庁機能を３月12日から浪

江町役場津島支所、３月15日から二本松市役所東和支所、５月23日から福島県男女共生センター、平成24年10月１日か

ら二本松市平石高田工業団地内の仮事務所へと移し、災害対策本部・行政サービス等の維持に努めた。

■図表　行政機能の避難の経緯

日にち 時　間 避難の流れ

平成23年
３月11日

14時46分 浪江町本庁舎に災害対策本部設置

３月12日

６時07分 災害対策本部会議（10㎞圏外への避難について）

13時00分 災害対策本部会議（津島支所へ災害対策本部移転決定）

16時45分 災害対策本部を津島支所に移転完了

３月15日

４時30分 災害対策本部会議（20㎞圏外について避難指示及び移転先について）

７時30分
町長、二本松市長へ受入要請、承諾
※町長、議長、総務課秘書係長にて二本松市長へ直接要請。二本松市長は受入承諾後、二本松市議
長、副議長に説明。

10時00分

災害対策本部・避難所・行政区長合同会議
《合同会議における指示・決定事項等》
・20㎞圏外全域に避難指示の発令（町長）
・災害対策本部及び避難所を二本松市内に設置する旨の説明
・津島地区区長、消防第３分団により各戸訪問し避難指示書を配布及び避難誘導広報
・二本松市役所東和支所内に災害対策本部設置
・東和文化センター外に避難所設置
・津島支所に職員８名待機。その後支所待機職員を減少させながら、自衛隊とともに20㎞圏内住
民の救助にあたる（３月15日～４月26日　救助者数　195名）

５月23日 浪江町役場を福島県男女共生センターへ移転

平成24年
10月１日

二本松市平石高田工業団地内に浪江町役場二本松事務所移転
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08 避難所
01 避難所の開設
（１）浪江町の避難所
　３月11日に発生した地震及び津波によって、家屋の倒壊や流出が発生し、

多くの町民が近くの学校や公民館、浪江町役場などに避難した。

　避難所の一つであり、津波被害を受けた両竹地区の高台にある諏訪神

社へも、多くの町民が避難した。食料もない中、夜になると神社の建物

の板を剥ぎ取り、焚き火にして暖をとりながら救出を待った。その後、

連絡を受けて役場職員が救出に行くが、想定を上回る50人以上の避難者

がいたことや、救出経路が寸断されていたことなどから自衛隊へ救出要請を行い、翌日救出された。多くの避難所では、

情報収集が困難な中、避難者の確認や暖房の設置等避難環境の整備が図られた。

■図表　東日本大震災発生直後に開設された避難所一覧

No 避難所名 住　　　　　所

１ 浪江町役場 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7-2
２ サンシャイン浪江 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字芋頭5-2
３ ふれあいセンターなみえ 福島県双葉郡浪江町大字権現堂字矢沢町6-1
４ コスモス保育園 福島県双葉郡浪江町大字権現堂字矢沢町40-1
５ 福島いこいの村なみえ 福島県双葉郡浪江町大字高瀬字丈六10
６ 浪江町立浪江小学校 福島県双葉郡浪江町大字権現堂北深町５
７ 浪江町立幾世橋小学校 福島県双葉郡浪江町大字北幾世橋字植ノ畑11
８ 浪江町立苅野小学校 福島県双葉郡浪江町大字苅宿字鹿畑16
９ 浪江町立浪江中学校 福島県双葉郡浪江町大字川添字南大坂28
10 浪江町老人憩いの家やすらぎ荘 福島県双葉郡浪江町大字井手字大高倉50
11 浪江町中央公民館苅野分館 福島県双葉郡浪江町大字苅宿字鹿畑38
12 浪江町中央公民館大堀分館 福島県双葉郡浪江町大字小野田字小野田62
13 北棚塩総合集会所 福島県双葉郡浪江町大字棚塩字北棚64
14 室原公民館 福島県双葉郡浪江町大字室原字村木14
15 上立野公民館 福島県双葉郡浪江町大字立野字仲ノ森37-6
16 立野中多目的集会所 福島県双葉郡浪江町大字立野字沢東185-1
17 介護老人保健施設貴布祢 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字長田東36
18 諏訪神社（両竹） 福島県双葉郡双葉町　地内

諏訪神社（両竹）の様子

浪江町役場ロビーに避難する人々
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（２）津島地区の避難所
　翌３月12日には浪江町災害対策本部にて、福島第一原子力発電所の10キロ圏外へ避難することが決定され、災害対策

本部を津島支所に移転するとともに、10キロ圏内の避難所から避難者の移送を行った。こうして開設された津島地区の

避難所は下表のとおりである。

　津島地区の避難所では、引き続き避難者の確認、炊き出し等が行われた。同地区では避難所ではないが、個人の家庭で

避難して来た人を受け入れたところもあった。

浪江町役場避難の状況（３月12日撮影） 津島地区での物資受入状況（３月13日撮影）

■図表　津島地区に開設された避難所一覧

No 避難所名 住　　　　　所

１ 浪江町役場津島支所 福島県双葉郡浪江町大字下津島字町45
２ 津島公民館分室 福島県双葉郡浪江町大字下津島字原78
３ 津島保育所 福島県双葉郡浪江町大字下津島字原90-4
４ 浪江町立津島小学校 福島県双葉郡浪江町大字下津島字宮平109
５ 浪江町立津島中学校 福島県双葉郡浪江町大字下津島字萱深１
６ 浪江高校津島校 福島県双葉郡浪江町大字下津島字大和久56-16
７ 金門製作所 福島県双葉郡浪江町大字南津島字沼和久121-25
８ 長安寺 福島県双葉郡浪江町大字南津島字沼和久114
９ 赤宇木集会所 福島県双葉郡浪江町大字赤宇木字塩浸40
10 羽附集会所 福島県双葉郡浪江町大字羽附字荒神森2-31
11 津島集会所 福島県双葉郡浪江町大字津島字東原15
12 浪江町商工会津島支部 福島県双葉郡浪江町大字南津島字町59-1
13 南津島上集会所 福島県双葉郡浪江町大字南津島字西ノ内39
14 南津島下集会所 福島県双葉郡浪江町大字南津島字下令田57-1
15 手七郎集会所 福島県双葉郡浪江町大字赤宇木字手七郎266
16 下津島集会所 福島県双葉郡浪江町大字下津島字東原78
17 JAふたば津島支店 福島県双葉郡浪江町大字津島字大行前16
18 浪江町津島活性化センター 福島県双葉郡浪江町大字下津島字松木山22-1
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（３）二本松市の避難所
　３月12日18時25分には、国による避難指示が福島第一原子力発電所の半径20㎞圏内に拡大し、浪江町災害対策本部に

おいても避難の検討がなされた。３月15日に、二本松市への避難を決定し、二本松市東和支所に災害対策本部を移転す

るとともに、二本松市内の体育館等を避難所として開設した。また、福島市、郡山市、川俣町などにも職員が常駐する避

難所が開設された。これらの避難所では地域住民による炊き出し等が行われた。

■図表　二本松市に開設された避難所一覧

No 避難所名 住　　　　　所

１ 東和第一体育館 福島県二本松市針道字蔵下23-1
２ 東和生きがいセンター 福島県二本松市針道字蔵下23-1
３ 東和文化センター 福島県二本松市針道字上台132
４ 旧針道小学校・体育館 福島県二本松市針道堤崎25
５ 木幡住民センター、体育館 福島県二本松市木幡字叺内65

６
太田住民センター、旧下太田小学校、旧下太田小体
育館、太田幼稚園遊戯室

福島県二本松市太田字堺田47-1

７ 戸沢住民センター、体育館 福島県二本松市戸沢字下田100
８ 新殿体育館 福島県二本松市西新殿松林46
９ 岩代第二体育館 福島県二本松市小浜藤町368
10 あだたら体育館 福島県二本松市岳温泉1-197-1
11 石井体育館 福島県二本松市平石町365-1
12 大平体育館 福島県二本松市太子堂282
13 岳下体育館 福島県二本松市三保内72-1
14 岳下住民センター 福島県二本松市三保内72-1
15 杉田体育館 福島県二本松市西町223-1
16 二本松住民センター体育館 福島県二本松市亀谷1-5-1
17 ウッディハウスとうわ 福島県二本松市木幡字東和代34-1

東和第一体育館の避難の様子（平成23年３月26日撮影） 避難し誰もいなくなった庁舎内（平成23年５月27日撮影）

避
難
所
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02 二次避難
　平成23年４月５日から磐梯山周辺、岳温泉、土湯温泉

などを中心に二次避難所が開設され、ピーク時（７月６

日）には212の施設に5,500人の町民が避難した。この数

は仮設住宅、借上げ住宅の入居が進むにつれ減少し、平

成23年11月末には完全閉鎖となった。

■二次避難所一覧
所　在 施　　設　　名

二本松市

福島県男女共生センター
喜ら里
旅館宝龍荘
ヘルシーパルあだたら
東三番館
空の庭RESORT
民宿玉美
空の庭プチホテル
PENSION SHANKER
花かんざし
あだたらの宿扇や
陽日の郷あづま館
ホテル光雲閣
鏡が池碧山亭
櫟平ホテル

福島市

あづま温泉
土湯の家四季彩倶楽部
叶屋旅館（免許センター前）
野地温泉ホテル
相模屋旅館
鷲倉温泉高原旅館
ニュー扇屋
いますや旅館
小滝温泉
はるみや旅館
川上温泉
土湯温泉ホテル
天景園
山根屋旅館
旅館松雲閣
ホテル天竜閣

猪苗代町

沼尻温泉のんびり館
民宿　松井荘
温泉ペンション　ブンブン
コテージ　シャムロック
ホテルメープル
大山館
鈴木屋
ペンション見鳥
あるぱいんロッジ
民宿山中屋
民宿えびすや
アットホーム　おおほり
民宿　松屋
猪苗代観光ホテル

エリア 施設数 避難者数
猪苗代・磐梯 70箇所 1,941人
裏磐梯 89箇所 918人
沼尻・中ノ沢 14箇所 471人
野地・鷲倉・横向 4箇所 250人
岳 14箇所 1,088人
土湯 12箇所 749人
その他 9箇所 83人
合計 212箇所 5,500人

所　在 施　　設　　名

猪苗代町

ペンションKOGETSU
スポーツビレッジ朝日荘
猪苗代四季の里
㈲ホテル不動滝
押立温泉　住吉館
旅館新生
アン　イングリッシュ　イン
ペンション　リトルウッド
ファミリーインばんだい×2
天然温泉コテージ　ヴィラ・ポルトガル
しゃくなげ平貸別荘＆コテージ（スタック株式会社）
観光荘
正幸館
志田浜温泉　レークサイド磐光
ペンション　ぽぽんた
湯の宿　アウザチ蔵
ペンション　ヴェルレーヌ
CANINE HILLS（ケーナインヒルズ）
御もてなしの宿　悠ゆ亭
ロッジスポーツパル
民宿美雪屋
ペンション　ある日記
猪苗代リゾートホテル
森の旅亭マウント磐梯
滝川屋
沼尻国際リゾートホテル
湯の宿雪月花
田村屋
旅館ひいらぎ
いろり湯の宿大阪屋
磐梯西村屋
磐梯高原リゾート・イン　ぼなり
花見屋
白城屋
扇屋旅館
平澤屋旅館
朝日屋旅館
ペンションすまいる
磐梯沼尻高原ロッジ
オール・リゾート・サービス
ロブペンション木輪
民宿　磐月荘
民宿　藤屋
国民宿舎ほりい荘
やまき屋

避
難
所
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所　在 施　　設　　名

猪苗代町

ヴィラ・イナワシロ
ペンションRB
旭日荘
レイクサイドホテルみなとや
国民宿舎さぎの湯
たなべの湯
玉の湯旅館

北塩原村

ペンション　木になる家
ペンションどんぐり
裏磐梯高原ホテル
natural resort AKABEKO
シャレー裏磐梯
ペンションクリッターハウス
クラッシックインロビンソン
ペンションほおずき
ペンションホンネで勝負
裏磐梯ペンションやまびこ
ペンション　バディ
ペンション　かぷりこーん
ペンションアニバーサリー
ペンションベルク裏磐梯
ピッコロホテルセカンド
ペンション　ベイクドポテト
ペンション　ハーティ
ペンション　ラフィア
ペンションとも
四季倶楽部コンフォート裏磐梯
秋元屋旅館
グランデコスノーパル寮
リゾートペンション藍
ペンション　わんだふる
ペンション　くらんぼーん
ドナルドペンション
ペンション　ぐ～たらパパ
ペンション　ポローニア
ペンションホームズ
ホテルクオーレ
湖畔のホテルサード
ファンタジーイン・オズ
ペンションアルビン
グルもてコテージSengan
ロッヂきこり
乙女荘・コテージ
第一ゴールドハウス目黒
カントリーイン　森のゴリラ
お宿　魚や
森のホテル　クオレフォレスタ
ペンションアルバート
ガストホフ　虹の詩
ペンション楓（かえで）
くるみの森五色沼自治会
小さなホテル四季の森山荘
たんぽぽペンション
ペンションハイジ
ペンションクラレット
ペンションそら
プチホテルドリーム磐梯
カントリーハウス　豆わらじ
和風ペンション温泉森川
夢がたり

所　在 施　　設　　名

北塩原村

ペンション　のだ　ポパイ
しゃくなげペンション
ペンション　マーべリック
ペンション　ホタル
ペンション　花きりん
リゾートイン　みちのく
おやど風来坊
ベネフィットステーション裏磐梯
ペンションヴァンブラン
ペンションラグマーケット
裏磐梯国民宿舎
㈲ホテル小野川荘
コーヒーショップなごみの水
裏磐梯館
フレーザーホテル
森の家ペンション木まま
旅館こたかもり荘　FOX・ONE
温泉民宿　山城荘
やませ
リゾートハウスあざみ
温泉民宿えんどう
おんせんロッジこはん
温泉民宿ひばら
旅館　ひばり荘
オーベルジュ渓翠館
ペンション絵夢（えむ）
ゆ乃宿　湯琉里
民宿　高原の宿
すずき山荘
リゾートイン　四季
ペンション　歩野慕野（ほのぼの）
ペンション　サッチモ
ペンション　雪わり草
ペンション　ラーラ
ペンション　もみの季
よしおかペンション

磐梯町

アルツ磐梯　リゾートイン磐梯
磐梯七ッ森センター
ペンション　ワイルドバード
ペンション　アルカディア
和風ペンションわたぼうし他2館
ペンション　遊夢イン
ペンション　こりす
ガストホフ　モンターニャ
ペンション　ゆきむら
ペンション　パイプのけむり
ペンション　クリスクロス
ペンション　プチポワ
ペンション　山の便り
ペンション　森のバスケット
セラピーイン　ダカーポ
ペンション　ペルメル（ペット同伴OKの宿）
カントリーイン　雲のアルルカン
ペンション七ツ森ファミリー

南会津町 和泉屋旅館
喜多方市 あづま旅館
郡山市 月光温泉クアハイム
西郷村 みやま荘
棚倉町 ルネサンス棚倉
白河市 白河国際カントリークラブ
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